
特集物企業の OR教育

中国電力における「管理技法教育」の概要

近藤忠彦
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1. はじめに

当社のOR活動は，昭和30年代の半ばからはじ

まった.当初は 2 ， 3 の部門での散発的な手法

の利用やOR研究会など，有志による個人的活動

としてスタートしたが，昭和36年度からは，会社

として組織的に導入をはかることになり，日科技

連などのOR長期コースに職員を参加させ， OR

ワーカーの計画的養成を行なった.その後，長期

コース終了者による OR 自主活動グループ rOR

C SJ (OR Case Study) を中心に，研修かたが

た実務面へのアプローチに努めてきた.

このようにしてはじまった当社のOR活動は，

昭和40年代の大型コンピュータ導入と OR推進体

制の整備とによって逐次社内に普及していったも

ので，以下，その役割の一端を担った当社の OR

教育(管理技法教育)の概要を紹介する.

2. OR推進体制と教育担当個所

当社では，大型コンピュータを利用した全社的

総合機械化推進のため，昭和41年に総合機械化準

備室を設置し，その中に rOR推進グループ」を

置いた.OR推進ク'ループは，総合機械化の推進

に当って，みずからシステムづくりにORを活用

するほか，これを社内全般に普及させる役割を担

っていたので，普及活動の一環として昭和44年度

から「管理技法教育J と称する統計・ OR教育を
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開始した.現在は総合機械化センター・ rOR グ

ループ」がこれを受けついでいるが，当初のよう

な専任体制ではなく， ク事ループのメンパーはすべ

てセンター内のいずれかの担当に所属しており，

本来の業務との兼務である.図 1 にセンター内に

おける OR グループの位置づけを，また，表 1 に

メンパーの構成と役割分担とを示した.

3. 教育のねらいと内容

3. 1 教育のねらい

企業の中でORの普及・定着をはかるには，特

定部門に専門スタッフをそろえ，これを主体に活

動を進める方法や，各部門に中心となる OR ワー

カーを養成しそれぞれの部門で業務に活用させ

てゆく方法など多様な方式が考えられるが，当社

では主として後者の考え方を中心に進めており，

社内各部門に，次のような問題解決能力を身につ

けた人材を多数養成することを教育のねらいとし

ている.

①問題の本質を見定め，目的を明確にしてそデ

ルづくりを行なう.

②データを収集・分析してモデルにあてはめ，

解を得る.

③感度分析などにより，問題(モデル・データ)

をゆさぶって結果を適正に評価する.

また，教育に当っては，単にORの知識を修得

するにとどまらず，具体的に実務に適用され，業

務運営に役立つ実践的OR となることに重点を置

いている.そのため，教育の中で実習を行ない，
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(59/2 現在)

総指初当 I (18名)
システム第 ~1日付与 I (25名)

システム第二担当 I (22名)

プログラム担当 I (18名)

運転担当 I (42名)
o A 推進担当 ( 6名)

L__Q}三J t.- -三つ (兼務陥)

図 1 OR グループの位置づけ

表 1 OR グループの人員構成と役割

職位|人員! 所 属 | 業務分担
次 長 I 1 I 総括・シス 1 ・プログラム担 IOR グループ総括

当所管 ! 

課 長 I 1 I プログラム担当所管 |向上および教育スタッフ，
日常指導

課長代理 I 2 I 総括・シス 1 担当所属 |教育スタップ，日常指導，
IOR学会関係業務

副 長 I 1 I シス 1 担当所属 い教育スタップ，日常指導，
および OR事務局

担 当 I 6 I 総括 3 名，シス 1. シス 2. I 教育スタッフ，日常指導
I ~プログラム各 l 名 I (OR事務局担当 3 名)

を要し受講者の負担が大きいこ

とや，受講者のニーズ(実習テ

ーマ)と各コースの開講時期が

必ずしも一致しないなどの問題

があるので，手法コースとアド

バンスコースとを統合して管理

技法コースを設け現在に至って

いる(図 2. 図 3) . 

3. 3 教育内容

教育は講義と演習および実習

とから成る.講義は， OR的(統

計的)ものの見方と基礎理論と

を教えるもので，演習とくみあ

わせて体験的に理解させるよう

配慮している.

また，実習はORの実務への

定着をねらいとしたもので，受

講者がかかえるなまの問題をも

ち込み，スタッフとともに時間

をかけてじっくりとりくませる

方針としている(第 4 項参照). 

モテ事ルづくりの価値と効用を十分に体得させるよ

う配慮しているほか，受講者と講師 (OR活動支

援スタップ)との接触を通じて職場の問題を掘り

おこし，潜在するユーズの把握

教育日程，内容などは実施のつど見直しを行な

って改善している.表 2 ， 3 に現行各コースの概

要とカリキュラムを，表 4 に最近の実習テーマの

に努めることもねらいの一端と

している.

3.2 教育体系

管理技法教育は管理職コース

と中堅職コースとから成る.中

堅職コースはこれをさらに統計

コースと管理技法コースとに区

分しており，各コースとも原則

として毎年 1 回実施している.

従来は中堅職コースを統計コ

ース，手法コースおよびアドバ

ンスコースに区分していたが，

全課程を終了するまでに長期間

1984 年 6 月号

管昨ース] 了(部ドと山べ吋)1

33;::: |統計t ーストー|管理ヰコース|
講義 5 日 講義4 日

演習10 日 演宵10 日

実習 1 カ月 実習 1 カ月
(中堅職コース)

図 2 管理技法教育の体系

アドノぐンスコース

図 3 従来の中堅職コース教育体系
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一例を参考としてかかげた.

4. 教育の特長

4.1 上司と部下の同時教育

ORを実務に役立てるには，

まず上司自身の問題意識，つい

で、部下への動機づけ，実践にさ

いしての指導・助言など，管理

者としてのORに対する十分な

理解と積極的なとりくみが必要

である.

そのため，中堅コース受講者

の上司は部下と同時に管理職コ

ースを受講する仕組みとし，管

理者にも OR全般の知識を修得

させるとともに，部下が行なう

実習テーマの選定や指導を通じ

て， ORを実務に役立てるため

の勘所をつかませている.

4.2 管理者の部下指導演習

Iこ』主，

管理者として部下を指導する

必ずしも個々の手法に精

通している必要はないが，管理

者が問題に対してもっている実

務上の知恵をうまく反映させて

ゆくことが肝要である.

問題の分析からモデ、ルづく

り，解の評価に至る一連の行程

の中で，時宜を得た適切な指導

を行なうには，ある程度の技術

の習得と訓練とが必要である.

そのため，管理職コースでは，

実務で回帰分析を行なっている

部下を指導するとし、う状況を設

定し，管理者の部下指導演習を

実施している.

4. 3 仕組まれた演習問題

教育で修得したOR手法を，
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表 2 各コースの概要

コース|対象者[ 概 要
管理職 |統計・管理技法コ|統計・ ORなど管理技法の概要と，コースに

|ースの受講者の上|応じた部下への実習テーマの与え方，指導・
(211) 1 司(1 0名程度助言のポイントを教育する.

統 計 |実務上のテー 7を i 回帰分析を主体とした統計の基礎知識と回帰
(加) I もつ者( 15名程度) I 分析プログラムの実務への適用を教育する

管理技法|統計コース終了者 ILP ・パート・シミュレーションなどOR手
で実務上のテーマ l 法の基礎知識と，テーマに応じたモデルづく
|をもっ者(10名程|りやコンピュータ活用など，問題解決の実践
度教育を行なう.(137) 

(注) コース欄の( )内の数字は， これまでの受講者数(59/2 現在)

表 3 各コースのカリキュラム

(1) 管理職コース

|午前|午後

|義理技法の活かし方 |時析
計の考え方 !日程管理(PERT)

第 1 日

第 2 日 [線形計画法(LP) 演習(部下指導のポイント)
|シミュレーション l 

(2) 統計コース

q: 1ÌÍJ _J____~ 後
土旦上埜宣豆基墜一一一一------1 面房吾扇の基礎
第 2 日 I@]帰分析(モデル統計(層別・特性要因図)
勇一言百下面肩奇析T蔑喜子蚕薮戻定 面高奇薪画官事事一一一一
回帰分析演習(10 日)

第一生旦」旦盟企喧1空左和・分散分析)_1直直垂害，煙害)
第 5 日 1 回帰分析(回帰係数の性質実習指導

析実習( 1 カ月)最終日発表会・懇談会

(3) 管理技法コース

|午前 1 午後
第 1 日 IORの手法とモデル (1) 線形計画法(LP)

第2 日! B程賞理止ER主上__~____ i_ '/~ ~ -"-_~三三豆三
管理技法演習(10 日)

第 3 円 !確率モデノL-モンテカノレロ法

第 4J'LJ 待ち合竺圭デル 一一IORの手車主主主'~QL
管理技法実習( 1 カ月)最終日発表会ぐ憲議蚕一

表 4 最近の実習テーマの一例

(統計コース管理技法コース)

・電燈需要の機器別使用状況分布 i ・最適電源構成の検討
ι送・変電亙蚕扇丙三万瓦語豆 一三Eご子カットの検討
ι 送電議事j万要匡五新 一← .λ二7下正王否通薬工雇香車
• d婦 u委繕蚕三妥頁丙布蘭吾祈 j---;-蓮系系統における連系線潮流変動
・電万所σ項頁万あ万1] ~------ ! の検討

・火力発電所開閉所碍子の塩分付着量|・電燈需要の価格弾力性について
lこ'0\，，-て ! .通話三E事正吾再三7雇通工事工雇万
・物価上昇の要因分析 ! 作成
・深夜貫主竺堕単j立frl'L____・営業オンラインシステムの端末設
・主要産業の需要分析 ; 置台数検討
一.壁主雪量血主主豆大皇室壁遺産壁虹 |・検針結果のチェック基準につL 、て
・投資効果と電圧改善効果の相関 l 

.-[J @6:雇吾丙蓮戻店主{)正吾棄蚕率へ i ・石 j;jf)(芳記認可る傷戻標語屋台裏立
の影響検討 l の検討
・変電機語b忌検と故障の相関分析 |ー蒋東両!k方嘉電所貢荷調轟状況
・南原ダムの漏水検討 | 

オベレーションズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



実務上の問題に適切に利用して効果をあげるには

通り一遍の知識ではなかなか役立たない.

一例をあげれば，回帰分析は線形モデルとして

きわめて有効な手法であり，そデルにデータを当

てはめれば簡単に解が得られる.しかしそれを適

切に判断し，さらに解析をくりかえして実務に採

用できるまでに高めるには相当な熟練が必要であ

る.そのため中堅職コースでは，モデルづくり，

データ解析，結果の評価とフィードパックの仕方

など， OR手法を実務に適用するためのノウハウ

宏効率よく体得できるよう，仕組まれた演習問題

をグループで研修させることにしている.

4.4 実務上の問題による実習

教育で行なう実習は，原則として受講者みずか

らの職場でかかえているなまの問題をテーマとし

てとりあげ，上司や教育スタッフの指導・助言を

得ながら実務上の問題解決を兼ねて実施する方針

としている.

実習のねらいは，教育で得た知識を受講者みず

からの問題に適用して解決の手がかりを得るこ

と， OR ワーカーとして実務上の問題に活用する

場合の考え方や技法を体得させること，の 2 点に

あるので，受講者には実務上の問題にもとづく実

習テーマをもって受講することを義務づけてい

る.

4.5 オンライン端末利用

演習，実習は管理職コースを除いてすべてコン

ピュータ利用によって行なっている.

統計コースでは回帰分析，管理技法コースでは

線形計画法(L P)，日程管理 (PERT) およびシ

ミュレーション用のアプワヶーションプログラム

を準備して，受講者の演習・実習テーマに応じて

選択利用させている.

また，コ γ ピュ}タ利用に当っては，データ生

成や計算実行指示をオンラ f ン端末から行なわせ

ることによって作業の効率化をはかるとともに，

コンピュータを身近なものとして手軽に使わせる

よう配慮している.なお，最近の OA化推進方策

1984 年 6 月号

により，当社でも各職場にパソコンがかなり普及

してきたので，演習な E軽易なものについてはこ

れを利用できるよう，アプリケーションプログラ

ムのパソコン化を検討中である.

5. 演習の概要

前項で特長の i つに掲げた演習のうち，管理職

コースと統計コースの例を簡単に紹介する.

5. 1 管理職コースの部下指導演習

ヲ. 1. 1 演習の概要と進め方

・実務で回帰分析を行なっている部下を指導し

助言を与えるという立場で，課題にもとづいてグ

ループ演習を行なう.

・受講者を 2-3 グループに分け，アドパイザ

ーを置いて， グループ討議→発表→全体討議とい

う行程で演習を進める. (表 5 にその概要とスケジ

ュールを掲げた)

ラ.1. 2 演習のポイント

〔第 1 回討議〕

次のステップで部下指導を行なうための準備作

業となるもので，特性要因図をつくらせ，問題の

内容把握と指導方針の設定を行なわせる，

〔第 2 回討議)

部下の提出した中間報告を，先に作成した指導

方針に照らして評価し，今後の進め方を助言させ

るべ層別，多重共線性の排除，複数モデルによる

多角的分析の必要性などに気づかせるような中間

被告をあらかじめ用意している)

〔発表・全体討議〕

全体討議によってグループ聞の発想の片寄りを

待完ずるほか，標準解答として肪言をとり入れた

分析結果を示し，改善効果を確認させる.また最

後に演習全般についてのまとめの講評を行なって

実践にさいしての部下指導の要点を整理する.

5. 2 統計コースの回帰分析演習

5.2.1 演習の概要と進め方

・演習テーマは，ある工場の消費電力量を製品

の生産量と関連づけて分析するというもので，工
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場の 2 カ月間の日別全使用電力

量と生産に直接かかわる機械の

消費電力量のほか，図 4 に示す

データが利用可能である.

また，演習する回帰分析テー

?のほか，所定の手順(演習の

仕掛け)にしたがって進めさせ

るため，演習の区切りごとに討

議課題を与えている.

・受講者を 2 人 1 組のグル}

プに分け，アドバイザーを置い

て， グループ討議→発表→回帰

分析実行→標準解答と講評とい

うサイグルで演習を進める. (表

6 に演習内容とスケジュール

を，図日に演習の概略展開を掲

げた)

5.2.2 演習のポイント

〔第 1 回演習〕

回帰分析テーマ，特性要因図，

データ散布図および相関行列を

与え，回帰分析実行計画を作成

させたのち，あらかじめ用意し

てあるデータをオンライン端末

から呼び出して実行させる.

ここでは，データに仕込んで

原料 製品

生産工程

図 4 統計コース演習用特性要因図

表 5 管理職コース演習スケジュール

使用電力車

事印は主要 i泊

。はデータ入手

済みのもの

問手~__  I 竺竺J 宇一戸L 内 容
第 1 回討議 1 13時一 14時 l 部下に与える回帰分析テーマの内容把握と指導方

針の設定を行なう.

第 2回討議 14時 十部下から受けた中間報告にもとづき，結果を評価
1-15時3扮 して今後の分析の進め方を助言する.

発表・ 1 15時30分 1第1回，第 2 回討議結果を併せて発表し，質疑を
全体討議 1-16時30分l通じて全体討議を行なう.

表 6 統計コース演習スケジュール

問主竺_1~竺J_一一一竺一竺1竺
第 l 回演習| 第1 貝目 1 7'人イを分析して第 1 回演習の実行計画を作成し

1 (2時間 たのち， 帰分析を実行する.

第 2 回演習 l 第2 月旦 モすりしに取竺入れる変数の組合せを検討し，追加
1 (2時間) 1ケースの実行計画作成後実行する.

第 3 回演習| 第 3 日目 I 新しい聖埋り追加と目的変数を変えた複数モデル
1 (2 時間) 川こよる実行~ti画を作成し発表する

宿 題 第 3 回演習のまとめと今後の方向づけを行ない，
1 (1 週間) 1 回帰分析の実行を宿題として課す.

ある異常値を発見させることが主たるねらいであ 率を一覧表として出力する機能がある.

る.

〔第 2 回演習〕

標準解答によって異常値の影響を確認させたの

ち，変数組合せ一覧表(注 I )を与えて，モデルに

とり入れる変数の選択と次の実行計画作成を行な

わせる.ここでは，変数選択法と残差分析につい

て演習させることが主たるねらいである.

(注 I ) 当社の回帰分析プログラムには，モデル

にとり入れる変数のうち，指定した 4個につい

てすべての組合せを網羅した回帰モデルを自動

生成し，標準回帰係数，誤差の標準偏差，寄与

340 (22) 

なお，変数組合せにさいしては，カテゴリ一

変数と計量変数の区別を意識することなく，ま

ったく同列にとり扱うことができる.

〔第 3 回演習〕

第 2 回演習の標準解答を与え，残差分析による

モデルの評価を行なわせる.討議の方向を誤まら

せないため，ここではあらかじめ次のヒントを与

えておく.

①何か新しい要因が隠れているのではないか.

②目的変数を変えて多角的な分析を試みる必要

はないか.
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講
評
と
今
後

課

;;t 

題

〔第 3 回演習〕

(課題 3 ) 

・残差分析から新しい

要因の発見

・新変数を追加した変

数組合せ

・代表ケースを実行し

T値を見る

・直接，間接使用電力

量の分析

〔第 2 回 i寅m

(課題 2 ) 

・相関行列から{可がつ

かめたか

・平方和(寄与*.'に注
目した変数組合せは

どうか

・残差分析

・迫力日ケース百十D!i

〔第 l 回演宵〕

(課題 1 ) 

・相関行列から何がつ

かめるか

・散布図から何がつか

めるか

・次の実行計画をまと

めよ

演
習
子

? 

議と

ア

グ〉

方
行
づ

発'
(什ー組まれた内千ト)

木曜日の使用定力量を !1Í;く

しておき残差分析によって

それを発見きせる

発

表

実
行

(f士r且まれた内行)

残差分析によって他に追加

する要因があることに気づ

かせる

発
表

実
行

(仕組まれた内容)

データに異常偵を 3 点ほど

入れておき，これを修正し

ないと判断を誤ることに気

づかせる

タ
提
示

It 表

討議・ ~t表・回帰分析実行をくりかえし， ld じ問題司答でも多様な見方・解釈ができることを体得きせる

ここでは，データに仕込まれている隠れた要因

の発見と目的変数を変えた多角的分析の必要性に

気づかせることが主たるねらいである.

データは，すでに述べたとおり，

分与えているが，木曜日に相当する日の目的変数

の値を意図的に低くしてある.

演習の効果

管理職コースについては，まだはじめたばかり

(57年度から開始)であり，効果を云々するのは早

いが，“これによって実践の場でまごつかないで

すむ自信を得た"との受講者の声もあって，

所期の目的は達成しているものと考えている.

また，統計コースでは，演習問題に仕組みをつ

くることにより，実習では必ずしも得られない回

帰分析の恐さ，陥りやすい落し穴を短時間で全員

に体験させており，その後の実務面での適用にさ

いし良い指針となっているものと確信している.

われわれOR グ

統計コース・回帰分析演習の展開

低減運動を推進中である.

今後とも，こうした徹底的経営効率化路線を推

進してゆくに当って， ORのはたす役割はますま

す重要になってくるものと考えられる.

20年来の普及活動の結果，ょうやく OR も社内

に浸透しつつあるとはいえ，こうした経営課題に

対処するには，いまだ十分とはし、いがたい.

このような状況の中にあって，

ループとしても現状に満足することなく，今後よ

り一層OR活用を広め効率経営に寄与するため，

教育とその後のコンサルタント活動を通じて， 0

R ワーカーの育成をはかるとともに，潜在するニ

図 S

日別に 2 カ月

一応

5.3 

ーズの掘り起こしに努めたいと考えている.

OR誌の特集は以降次のように予定しています.

7 月号「モデルと解析J

8 月号「流通の ORJ

9 月号「社会的リスクのORJ

10月号未定

11月号 rOR/MS とシステムマネジメント」

12月号「暮しの ORJ

12月号は一般応募です. 3000字以内で i 

(23) 341 

今後の特集予定

おわりに

当社では，昨今の厳しい経営環境に対処するた

め 90年代をめざす創造的経営の展開と題して

「新経営基本構想J を策定しており，現在，

の具体的展開として新しい発想による全社的原価

1984 年 6 月号

これ

6. 
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